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市民は公認心理師を必要としている

泉 房穂
明石市長・弁護士・社会福祉士

いずみ ふさ ほ
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自己紹介

泉 房穂（いずみ ふさほ）

・1963年 明石生まれ

・2011年より明石市長

・弁護士

・社会福祉士

・(一財)日本心理研修センター 評議員

・元衆議院議員

・元ＮＨＫディレクター
・手話検定２級、柔道３段、明石タコ検定初代達人
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話したいポイント

◆市民は心理専門職を

必要としている

◆専門性の向上

◆関連専門職との連携
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明石市の概要①

人口 約 ２９万人

面積 約 ４９ｋ㎡
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明石市の概要②
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明石市の特色

◆専門職の積極活用

20名以上の専門職が活躍中！
（平成２８年４月現在）

◆臨床心理士 ３名

◆弁護士 ７名

◆社会福祉士 ７名

◆司法書士 １名

◆手話通訳士 ２名 など
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明石市の特色
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◆関西唯一の人口Ｖ字回復



明石市の特色
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◆児童相談所、保健所の設置



行政に位置づく心理職～明石市の実例～

日本臨床心理士会の全面協力により、全国公募！

応募総数４９名

・ 男性１３名、女性３６名

・ ３１歳～６０歳

・ 北海道から宮崎県まで全国各地より
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行政に位置づく心理職～明石市の実例～

平成２５年４月、

常勤の任期付専門職として、３名採用！

＜ポイント＞

◆常勤の正規職員

◆任期５年（再任用可能）

◆係長級（年収約６９０万円）
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明石市における活躍の例①
～学校現場（スクールカウンセラー）～

◆チームアプローチ
・スクールカウンセラー（SC）

・スクールソーシャルワーカー（SSW）

・スクールロイヤー（SL）

◆教員、庁内外との連携
・常勤の正規職員の強み

・５年任期の強み

（児童生徒支援課
係長）

SSW・SLとともに、心理的
支援のみでなく、環境調整を含
めた総合的な家庭支援を行って
います。

教員や市職員、関係団体との
信頼関係づくりなど、長期的な
スパンで取り組めることが魅力
ですね。
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明石市における活躍の例②
～発達障害者支援～

◆幅広い支援
・市立の発達支援センター

・発達障害にとどまらず、子どもの発達

から大人の精神疾患まで、幅広く家

族支援を行う。

◆心理職同士の連携
・それぞれの専門領域をカバー

・情報交換により、専門性の向上

一般行政職から、市役
所の業務内容や、専門分
野以外の知識を学ばせて
もらってます。

福祉分野などと連携し
た対応が可能となり、幅
広い市民ニーズに対応す
ることができています。

（発達支援課 係長）
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明石市における活躍の例③
～市民相談業務～

◆全国初の取り組み
・離婚時のこども支援

・犯罪被害者支援

・無戸籍者支援 など

◆ワンストップ
・市に対する様々な相談を

市民相談室で一次対応。

◆心のケア相談
・市民や市職員を対象

専門性向上のため、外部の研修など、積極
的に参加しています。
様々な分野の相談対応には、日頃の勉強が

欠かせません。

自治体だけでなく、ゆとりを持った相談が
難しくなってきているように感じています。
今後は、より市民に寄り添った相談体制を

取れるよう工夫していきたいと思います。
（児童福祉課 係長
兼市民相談室 係長 ）
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さらに広がる活躍の場
～中核市への移行～

◆保健所の設置
・精神障害者の地域移行

・地域や家族への支援

・精神科医、精神保健福祉士などとの連携

◆児童相談所の設置
・児童虐待防止対策の入口から出口まで

（予防、相談、強制介入など）
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おわりに
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◆市民は心理専門職を

必要としている

◆専門性の向上

◆関連専門職との連携


